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●第26回敬老標語入賞作品
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毎
年
９
月
の「
敬
老
の
日
」に
ち
な
み
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
し
て
き
た

お
年
寄
り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
敬
老
標
語
の
募

集
も
今
年
度
で
26
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
も
、
各
小
・
中
学
校
よ
り
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
入
選
作
品
が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

（
８
月
21
日
審
査
）

特
集

もしものとき安心と信頼の全国ネット

if共済会取扱加盟店
●経済産業大臣認可 全国葬祭業協同組合連合会
●国土交通大臣認可 全国霊柩自動車協会 加盟店年中無休24時間営業

さくらホール大川

すずらんホール

各宗派御葬儀式場
冷暖房完備・駐車場完備

最大収容人数500名

余市町黒川町13－10－1 ☎21－4499
最大収容人数150名

余市町大川町3－79　☎48－9494☎22-3254

－葬儀全般お手伝い承ります－（受付･司会･会計）

余市町黒川町12-83-4（本社）
FAX23-4241

㈲余市葬祭社
 中 道 造 花 店



●ことしの敬老標語・講評/感謝のハガキ送付事業

令和元・10月3

小学校の部
沢町小学校６年　寺井優

ゆうか
花さんと

轟木校長、お母さん
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数
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祖
母
の
知
恵

中学校の部
旭中学校３年　鰐渕　颯

そう
さんと

お母さん

第43回 敬老の日・感謝のハガキ送付事業
77歳以上の高齢者3，297名（2，730世帯）の方へ、
長寿をお祝いする感謝のハガキが届けられました。

※この事業は、皆様から集められた赤い羽根共同募金から
　の助成を受けて実施しています。

　今年も“敬老の日「感謝のハガキ」を送る事業”
が町内の小中学校７校の児童・生徒の協力を得
て実施されました。毎年９月の「敬老の日」に
ちなみ、余市町地域子ども会育成連絡協議会が
各学校へ依頼し取り組んでいます。

　【主催】余市町地域子ども会育成連絡協議会
事務局：余市町青少年対策室（中央公民館内）

　【共催】余市町社会福祉協議会
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召
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齢
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と
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取
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。
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取
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れ
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。
そ
の
中
で
も
、
入
選
し
た
作
品
は
、
祖
父
母
の
知
恵
の
す

ご
さ
や
祖
父
母
へ
の
思
い
が
短
い
文
章
の
中
に
十
二
分
に
伝
わ
る
も
の
で
し

た
。

　

核
家
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が
加
速
化
さ
れ
る
と
と
も
に
高
齢
化
が
進
む
現
代
社
会
は
、
こ
こ

余
市
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
機
会

を
増
や
し
世
代
間
交
流
を
通
し
て
心
豊
か
で
誰
も
が
笑
顔
あ
ふ
れ
、
お
互
い

尊
重
で
き
る
余
市
町
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
講
評
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

余市町校長会会長

新井　融
あきら

氏
（黒川小学校校長）
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委
員
長
・
講
評



寄付金額を勘案し、助成先と助成
金額を決定します。４月に助成金
が交付され、道内の福祉活動に使
われます。

募金活動が
一斉にスタート

い募金運動が始まります。

翌年度に
向けて

福祉団体から
申請を募集

社会福祉施設や団体、ボランティア
などから取り組んでいる福祉活動に
必要な「資金ニーズ」を募集し、
審議会により申請内容を調査、検討
します。

集計後
募金は助成先へ

助成計画と
目標を立てる

助成計画をたて、要望を実現する
ために必要な金額を「目標額」と
して決め、募金活動の準備に取り
かかります。

３～５月 10月１日 翌年４月

募金を集めるのにも理由があります。それが計画募金です。募金を集めるのにも理由があります。それが計画募金です。

あ り
が と う

メ ッ ーセ ジ

全道の福祉の現場から“町を良くしたい”という願いがたくさん寄せられます。共同募金会は、その願いが
実現できるように募金額などを計画してから、募金活動を始めます。

運動期
間

10月1日▼
12月末

日

令和元年度目標額
2，737，000円
令和元年度目標額
2，737，000円赤い羽根共同募金

今年もご協力お願いします
赤い羽根共同募金
今年もご協力お願いします
赤い羽根共同募金
今年もご協力お願いします

あなたの募金は、
福祉を元気づけています。

皆様からお寄せいただいた募金は、
「余市町社会福祉協議会」を通じて様々
な福祉活動に幅広く活用されています。

●赤い羽根共同募金目標額/募金のつかいみち

4令和元・10月
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／
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／
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／
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／
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困っている人がいる。

助けてあげたいと思う。

その思いを募金に変える。

助成金となって

必要な人のもとへ届く。

困っていた人が笑顔になる。

戦後から続く、

赤い羽根共同募金。

人を思うやさしさは、

色褪せることなど

ありません。

思いやり、助け合いは

いつの時代にも必要で、

必然のことだから。

赤い羽根共同募金は

これからもやさしさを

つないで、未来へ。

今年もご協力よろしく

お願いします。

高齢者福祉のために 89，000円（6．7％）
障がい児･者福祉のために
40，000円（3．0％）

児童･青少年福祉のために
42，000円（3．2％）

ボランティアの育成･
活動支援のために

342，000円
（25．9％）

地域福祉活動
のために
807，883円
（61．2％）

募金は、

未来へつ
づく。

余市町共同
募金委員会

TEL －
FAX －

合計
1，320，883円

平成31年度余市町共同募金委員会より余市町社会福祉協議会
に助成された 1，320，883 円は、次のとおり活用されます。

ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

●赤い羽根共同募金結果報告

5 令和元・10月

平成30年度 赤い羽根共同募金 結結果果報報告告
区　分 実績額

①戸別募金 2，210，534円
②法人募金 84，500円
③街頭募金 92，375円
④学校募金 59，370円
⑤そ の 他 114，604円
合計 2，561，383円

　余市町共同募金委員会では、平成30年度皆様の温か
いご支援とご協力により、区会・職域・団体・学校・
個人等から、赤い羽根共同募金に 2，561，383円の募
金が寄せられました。
　この募金をもとに、平成31年度「余市町社会福祉協
議会」へ事業費として1，320，883円が助成され、様々
な地域福祉活動推進のために有効に活用されています。

●敬老標語募集事業
●感謝のハガキ送付事業
●高齢者福祉団体活動支援
●障がい児・者福祉団体活動支援
●児童・青少年福祉団体活動支援
●ボランティア団体活動支援
●ふれあいフォトコンテスト
●子育てサポートセンター

●育児・子育て相談
●心配ごと相談、あんしん法律相談の開設
●権利擁護活動の推進
●低所得者、失業者等への生活支援の推進
●暮らしの講座の開催
●福祉講演会の開催
●ふまねっと運動教室の開催
●広報啓発事業（社協だより等）ほか

平成30年度歳末たすけあい募金結果
【運動期間】12月１日▶12月31日

集められた募金は、一旦「北海道共同募金会」で集約され、翌年度、計画
に基づき必要な金額を申請の上、余市町共同募金委員会へ助成されます。

・歳末見舞金の贈呈	 357，000円
・地域福祉サービス基盤整備事業	 148，894円
・障害児養護世帯就学祝・贈呈事業	 20，000円
・社会福祉団体、NPO法人などへの支援	 690，000円
・歳末たすけあい運動にかかる経費	 74，515円
	 合 計　　　　1，290，409円

平
成
30
年
度

の
助
成
内
訳

募金総額 1，384，621円



令和元・10月 6

●車椅子点検ボランティア/災害ボランティアセンター

6令和元・10月

車椅子点検ボランティア活動に感謝！

整備のプロがボランティア
　７月25日、車椅子を安全に使用してもらおうと次の２団体が、地域社会へ
の貢献活動の一環として平成22年から継続して行われ、今年で10回目となり
ました。
　よいち社協へは町内の㈱プロファイル様（写真）からのお声かけにより、
今回が初めての点検となりました。日頃、車の整備を主な仕事としているプ
ロが集まり、自前の工具でタイヤの空気や溝の減り具合、ブレーキの効き具
合など９項目について点検。不具合が見つかった場合は、応急処置が施され、
点検済シールを貼り終了。
　お陰様で、安心して車椅子の貸出しサービスを利用している
方々へ提供できる様になりました。心より感謝致します。

⃝実施団体
　　一般社団法人 札幌地方自動車整備振興会小樽余市支部
　　一般社団法人 小樽自動車協会

⃝点検台数　車椅子11台

⃝実 施 日　７月25日（木）

　災害が多発する昨今、全国から多くの災害ボランティアが被災地へ駆けつ
け支援活動を行っており、災害ボランティア活動が重要な支援の中核を担う
ようになりました。このような中、多数の被災者を適切・効果的に支援するた
め、被災地内外の行政組織、社会福祉協議会、ＮＰＯ・ボランティア等が、災
害に対応する行政と協働して被災者支援にあたる流れが近年生まれています。
　本町においても、かねてより余市町と防災に関する協議を重ねた結果、大
規模災害発生時に町の要請を受け、本会に「災害ボランティアセンター」を
設置するとともに、災害時におけるボランティア活動の協力体制などについ
て、互いに連携し関係機関・団体と情報共有を図るなど必要事項を定め、こ
のたび協定を締結致しました。

余市町災害ボランティアセンター
（余市町社会福祉協議会）

　災害ボランティアセンターとは、被災地のいち早い復
興を目指し、ボランティアによる支援が必要な被災者と
ボランティア活動をしたい人とを橋渡しする拠点です。
　余市町で災害ボランティアセンターの設置が決定され
た時は、災害対策本部等と連携を図った上で、余市町社
会福祉協議会が協力者（地域住民の皆さんや町外の社会
福祉協議会の職員など）と一緒に運営にあたることとな
っています。

新規法人会員のご紹介
⃝糠塚水産株式会社（浜中町165番地）
　代表取締役　糠塚　治様（８月27日加入）
社協の活動は皆様の「会費」によって支えられています。
社協の活動・事業に賛同し応援して下さる方々に会員に
なって頂き、住みよいまちづくりの実現をめざして地域
福祉活動を推進しています。

〈法人会員〉年額一口 1，000円 〈団体会員〉年額一口 500円

点検済シール

災害発生時におけるボランティア活動に関する協定について

９月６日余市町と協定しました



●福 祉 講 演 会
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認知症と
ともに生きる

/福/祉/講/演/会/ ●申込締切　10月15日（火）

参加
無料認知症と

ともに生きる

２
０
２
５
年
、
認
知
症
の
方
は
現
在
の
５
０
０
万
人
か
ら
７
０
０
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い
う
計
算
で
す
。

超
高
齢
社
会
、
介
護
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
中
で
、
医
療
・
福
祉
・
行

政
・
住
民
が
一
体
と
な
り
、
認
知
症
の
方
と
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
生
活
と
ケ
ア
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
第
一
線
で
ご
活
躍
の
専
門
家
を
招
き
、

皆
さ
ま
と
一
緒
に
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
数
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10月19日（土）
13：30開会（12：50より受付）

余市町中央公民館
（余市町大川町4－143）

㈲グッドライフ・代表取締役

宮崎 直人氏

日時

会場

講師

日本認知症ケア学会・代議員
一社）北海道認知症グループホーム協会・会長
北海道デイサービスセンター協議会・副会長
北海道介護予防・地域包括ケア市町村支援委員会・委員
北海道高齢者虐待防止推進委員会・委員ほか

［
主
な
公
職
］

この事業には、皆様からお寄せ頂いた社協会費をはじめ、善意のご寄付や共同募金・
歳末たすけあい募金の一部が配分されております。

［主催］社会福祉法人余市町社会福祉協議会
［後援］余市町／余市町老人クラブ連合会／余市町民生委員協議会／余市町区会連合会／余市町地域包括支援

センター／余市町在宅介護支援センター／余市グループホーム連絡協議会／余市町認知症を支える家
族の会／北海道新聞社余市支局
余市町社会福祉協議会（余市町入舟町400番地）　☎（0135）22－3156　fax23－3664
　　ホームページ　http://yoichi-shakyo.or.jp/ 

お申し
込み先

●川柳・俳句・短歌集　記録研究／記念誌等
　　企画－印刷－製本－発行　あらゆる印刷の相談は…

〒046－0004 北海道余市町大川町14丁目14番地

TEL㈹0135－23－4591/FAX 0135－22－3600



●ふれあいフォトコンテスト/インフォメーション
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ふれあいフォトコンテスト
作 品 募 集！
ふれあいフォトコンテスト
作 品 募 集！
【応募締切】11/20（水）※当日消印有効

ご寄付いただき
　ありがとうございました

令和元年7月～9月

⃝安部 正昭様（小樽市入船4丁目5ー5）	30，000円
⃝ニッカウヰスキー㈱北海道工場様	 150，000円
⃝㈱北海道ニッカサービス様	 45，319円
（社会貢献活動の一環 /エコマイレージ活動）

皆様のご寄付は福祉のまちづくり推進のため、
有効に活用させていただきます。

今年は「ふれあい」をテーマに、家族への感謝や家族団らんのひととき、子育てを支え合う
様子、高齢者の生き生きとした姿や生活の様子など、思い思いに「ふれあい」をイメージした
写真を募集します。見る人の心に響くドラマチックな作品をお待ちしています。

【募集要項】
テ ー マ／「ふれあい」

被 写 体／家族、子供、高齢者　※被写体となっている人に必ず応募の承諾を得て下さい。

作品規格／応募者本人が撮影（過去２年以内）した未発表の作品。
カラープリントでサイズは２Ｌ版（127㎜×178㎜）に限る。

応募資格／余市町在住又は在勤の18歳以上の方

応 募 先／〒046－0011 余市町入舟町400番地　余市町社会福祉協議会内
「ふれあいフォトコンテスト」係　☎22－3156

入　　賞／ふれあい大賞【最優秀賞】１名様：１万円商品券・記念品
ドラマチック賞【優 秀 賞】２名様：５千円商品券・記念品
審査員特別賞【入　　賞】２名様：３千円商品券・記念品

入選発表／ 12月をめどに審査し入賞者へ通知します。

※詳細については、町内公共施設に備え付けのチラシをご覧下さい。

【主催】社会福祉法人余市町社会福祉協議会　【共催】子育てサポートセンター


